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近代アジアのフェミニズムとナショナリズム
代化は伝統社会を変容させ、女性を伝統的束縛と家族生活
から解放したが、同時に新たな産業構造や社会構造の差別
的状態に女性を押し込めたこと、ナショナリズムや共産／
社会主義はフェミニズム運動を取り入れ機動力にしたが、
目標が達成されるとフェミニズムは無視されていったこ
と、西欧型近代化への反発は伝統復古主義を招きフェミニ
ズムを後退させる原因になったこと等である。いずれもア
ジアのフェミニズムについての重要な指摘である。
ところで、本書で記述される史実の重なりを読んでいく
うちに、改めて新鮮な気持ちで認識しなおしたことがある。
それは西欧でフェミニズム運動の萌芽を迎えていた19世
紀末から20世紀初頭という時期は、アジアでもやはり産
業化が進み、フェミニズム運動が突出した運動として賛否
を呼びながら成長しつつあった時期であり、同時代的に双
方でフェミニズム運動が進捗しつつあったということ、そ
して、双方において、文脈や主張の内容と重さが異なる数
多くのフェミニズムが混在していたことの再認識である。
一般的な事実として、西欧と非西欧の女性参政権達成年
の順番は、まずは西欧諸国、次が非西欧諸国ときれいにな
らんではいない（イギリスよりほんの数年の遅れで獲得し
たスリランカのような国もあれば、第二次世界大戦終結直
後、同年にフランスと日本は獲得し、スイスにいたっては
70年代である）という事実は知っていても、実際に双方が
固有の社会や政治、歴史の文脈はあっても、ともにフェミ
ニズム運動や意識の形成過程にあったという認識は新鮮
だった。
双方の先端的運動家は、西欧や他のアジア諸国への留学、
旅行、亡命だけでなく、小説、戯曲、宗教、様々な方法を
通じて、確かな影響を相互に与え合いながら、確実に同時
代を生き抜いてきたのである。とりわけアジアにおいては
文明化や近代化のなかで、文学や思想、政治活動から服装
から生き方までに表れるように、当時は西欧と同時代を生
きる強いフェミニズムの内発的気概があり、単にアジアの
フェミニズム運動が西欧から「影響」を受けたという認識
のみによっては、当時のフェミニズム運動の特徴を正確に
理解し、受け止めることはできない。加えて、アジアの国
の間でも、韓国、中国、ベトナムのフェミニストの日本へ
の留学や、同じイスラム教国がトルコのフェミニズム改革
に深く影響されるなど、アジア諸国の間での同時代的活動
や意識形成の事実も見過ごせない。
従来の一般的な西欧のフェミニズム理論では、西欧と非
西欧の歴史や文化、社会の違いを前提に、両方のフェミニ
ズムの到達段階の差を問題にするのが普通である。しかし
西欧がフェミニズムの一定の発展をとげ、それをアジアが
追体験する、という構図にはとてもおさまりきれない、ア
ジアのフェミニズムの多彩な歴史と動きがあり、この定式
的な構図はむしろ双方の実態の正確な理解を妨げる役割し
かないだろう。西欧とアジアのフェミニズム運動や思想が、
進んだ西欧から遅れたアジアへの指導、アジアによる西欧
の模倣という単純な一方向のものではなかったことは、今
更強調することもないのだろうが、それらが極めて同時代
的、相補的運動であったことの認識は、本書によって再び
新たにできた。それは、本書の扉にある、1930年に北イ
ンドのラーホールで開催された初の国際的なアジア女性会
議の出席者が、それぞれの民族衣装を身にまとった集合写
真に象徴されていよう。アジアのフェミニズムを西欧の
フェミニズムの視線のなかでとらえるのではなく、またア
ジアとして独自性や特殊性を強調しアジアのフェミニズム
を本質化するのでもない、今後の第三の方法の試みへの端
緒が同時代性にあるようにも思われる。
最後に本書の翻訳は単に正確というだけでなく、本書の
引用をそのもとの文献まで調べていくという、丁寧な翻訳
であることを高く評価したい。翻訳者が本書に登場する女
性の写真を加えてくれたので、私たちは1世紀の向こうか
ら、トルコのハリデ・エディブ、エジプトのフダー・シャ
アラーウィー、インドネシアのラデン・アジュン・カルティ
ニ、中国の秋瑛、韓国の柳寛順、日本の高群逸枝等々の、
こちらを真摯に見つめる視線をうけることができる。本書
を最も生き生きとさせている核心は実はこうした女性の果
敢な挑戦の記述である。女性の生涯をかけた挑戦がフェミ
ニズムを育んできた。しかしまた彼女らの同時代、前の時
代、そして今に続く時代には、なんと多くの女性や男性が
いたことであろう。
本書を読み進める静かな興奮のなかで、これまでの自分
のアジアでの経験で出会った、無名の、しかし、地道な活
動を続ける印象深い多くの女性の顔が、これらの写真の向
こうに見えるような気がした。
（あしわ・よしこ　一橋大学大学院教授）
